
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
月
12
～

13
日
の
２
日
間
、
東
京
都
墨

田
区
「
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン

ト
」
に
て
第
33
回
定
期
大
会

を
開
催
し
、
代
議
員
・
特
別

代
議
員
・
傍
聴
者
な
ど
約
２

３
０
人
が
会
場
に
参
集
し
た
。

議
長
団
の
１
人
と
し
て
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
寳
田
晃
代
議

員
を
選
出
し
、
２
０
２
３

年
度
の
運
動
方
針
等
を
満
場

一
致
で
決
定
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表

し
て
挨
拶
に
立
っ
た
荻
山
市

朗
会
長
は
「
鉄
道
利
用
も
コ

ロ
ナ
禍
前
の
約
９
割
ま
で
回

復
し
て
き
た
が
、
Ｊ
Ｒ
産
業

は
経
営
体
力
の
面
で
厳
し
い

現
状
に
置
か
れ
て
お
り
、
国

鉄
改
革
に
並
ぶ
大
き
な
転
換

期
に
あ
る
」
と
述
べ
、
す
べ

て
の
働
く
仲
間
の
幸
せ
と
地

位
向
上
を
果
た
す
に
は

「
『
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
』

と
『
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
会
社
と

の
労
使
の
信
頼
関
係
の
構
築
』

が
必
要
不
可
欠
」
と
訴
え
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部
よ
り

一
般
経
過
報
告
・
決
算
報
告
、

と
と
も
に
、
新
た
に
Ｊ
Ｒ
連

合
に
加
盟
し
た
Ｊ
Ｒ
四
国
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
労
働
組
合

の
山
下
聡
執
行
委
員
長
、
新

飯
田
武
執
行
委
員
に
加
盟
証

書
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

提
起
さ
れ
た
２
０
２
３
年

度
運
動
方
針
案
及
び
予
算
案

に
対
し
て
、
11
名
の
代
議

員
・
特
別
代
議
員
よ
り
、
安

全
、
組
織
拡
大
、
政
策
活
動
・

政
治
方
針
、
男
女
平
等
参
画

等
に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
は
、
石

川
敏
也
代
議
員
が
安
全
の
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
発
言
。

担
当
役
員
の
答
弁
を
経
て
各

議
案
は
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。
役
員
改
選
で
は
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
か
ら
派
遣
し
、

産
業
政
策
局
長
を
務
め
た
森

安
祐
貴
執
行
委
員
ら
が
退
任

し
、
新
た
に
石
川
執
行
委
員

ら
が
選
任
さ
れ
た
。

最
後
に
、
荻
山
会
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
新
年
度
の

運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

①
安
全
の
確
保
は
最
重
要
課

題
だ
が
、
離
職
に
よ
っ
て
そ

れ
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
を
危

惧
す
る
。
今
般
策
定
し
た

「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

２
３
」
を
活
用
し
人
財
確
保

に
取
り
組
む
。
産
別
と
し
て
、

労
働
者
全
体
で
安
全
意
識
を

共
有
で
き
る
取
り
組
み
の
実

施
を
要
請
す
る
。

②
各
組
織
で
は
役
員
の
後
任

探
し
に
苦
労
し
て
い
る
と
聞

く
。
や
り
が
い
や
達
成
感
を

持
て
る
よ
う
、
活
動
も
メ
リ

ハ
リ
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

③
四
国
新
幹
線
の
整
備
に
向

け
て
、
四
国
四
県
が
岡
山
ル
ー

ト
で
推
進
す
る
と
の
方
針
が

定
ま
っ
た
。
整
備
計
画
路
線

へ
の
格
上
げ
に
向
け
て
引
き

続
き
の
支
援
を
要
請
す
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
は
、
５

月
15
日
に
高
知
県
四
万
十
市

内
に
お
い
て
、
四
万
十
ユ
ニ

オ
ン
と
の
安
全
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。

当
日
は
Ｊ
Ｒ
連
合
、
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
、
四
万
十
ユ
ニ
オ

ン
よ
り
役
員
が
参
加
。
冒
頭

２
０
２
２
年
度
に
お
け
る
Ｊ

Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
で
の
労
働

災
害
の
発
生
状
況
や
業
務
上

傷
害
事
故
の
概
要
等
に
つ
い

て
経
過
報
告
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
労
使
双
方
の
安
全
活

動
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
議
論
し
た
ほ
か
、

四
万
十
ユ
ニ
オ
ン
の
大
黒
久

美
子
執
行
委
員
長
よ
り
「
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
食
品
等
事
業
者

自
ら
が
食
中
毒
菌
汚
染
や
異

物
混
入
等
の
危
害
要
因
を
把

握
し
た
上
で
、
原
材
料
の
入

荷
か
ら
製
品
の
出
荷
に
至
る

全
工
程
の
中
で
危
害
要
因
を

除
去
又
低
減
さ
せ
る
た
め
に

特
に
重
要
な
工
程
を
管
理
し
、

製
品
の
安
全
性
を
確
保
し
よ

う
と
す
る
衛
生
管
理
の
手
法
）
」

に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
安
全
の
確

保
の
た
め
に
妥
協
な
く
取
り

組
む
考
え
を
共
有
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
６
月
28

日
、
本
部
に
て
安
全
推
進
委

員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
中
野
安
全
推
進
委

員
長
よ
り
「
安
全
は
す
べ
て

に
優
先
す
る
最
重
要
課
題
。

安
全
の
確
保
に
向
け
て
し
っ

か
り
と
議
論
し
て
い
こ
う
」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
議

事
に
入
り
、
安
全
・
事
故
防

止
に
関
す
る
経
営
協
議
会
・

職
場
環
境
改
善
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
安
全
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
後
、

２
０
２
２
年
度
の
安
全
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
議

論
。
待
避
不
良
事
象
の
防
止

や
誤
出
発
防
止
用
Ａ
Ｔ
Ｓ
の

設
定
等
に
関
し
て
意
見
交
換

し
、
職
場
か
ら
の
安
全
確

立
に
向
け
た
意
思
統
一
を

図
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
第
33
回
定
期
大
会
開
催
！

産業の大転換期に立ち向かうべく、荻山会長を先頭に団結ガンバロー！

議長を務めた寳田代議員

石
川
代
議
員
発
言
要
旨石川代議員

【
Ｊ
Ｒ
四
国
】

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
５

月
16
日
に
申
第
17
、
18
、

19
号
に
て
Ｊ
Ｒ
四
国
に
対

し
「
夏
季
手
当
の
要
求
等
」

を
申
し
入
れ
た
。

６
月
１
日
に
行
っ
た
１

回
目
の
交
渉
に
て
組
合
は

「
会
社
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
、
人
口
減
少
及
び

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
や
社
会
変

容
に
よ
り
極
め
て
厳
し
い

状
況
が
継
続
す
る
も
、
社

会
・
経
済
活
動
の
平
常
化

に
向
け
た
回
帰
が
加
速
し

て
い
る
。
中
長
期
計
画
の

達
成
、
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー

プ
が
社
会
的
使
命
を
果
た

し
続
け
る
た
め
に
は
組
合

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
・
高
揚
を
図
る
必
要

が
あ
る
」
と
強
く
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
会
社
は
、
２

回
目
と
な
る
６
月
７
日
の

交
渉
に
て
「
業
績
は
行
動

制
限
の
緩
和
な
ど
に
よ
り

回
復
基
調
で
推
移
す
る
も
、

資
源
価
格
高
騰
の
影
響
に

よ
り
営
業
費
は
増
加
。
収

益
は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に

は
戻
っ
て
お
ら
ず
、
先
行

き
は
不
透
明
な
状
況
が
続

く
と
想
定
さ
れ
、
期
末
手

当
に
つ
い
て
慎
重
に
判
断

せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し

た
。
組
合
は
引
き
続
き
、

組
合
員
の
日
々
の
奮
闘
、

エ
キ
ス
パ
ー
ト
組
合
員
の

会
社
へ
の
貢
献
を
強
く
訴

え
、
誠
意
あ
る
回
答
を
要

請
。
粘
り
強
く
交
渉
し
た

結
果
、
６
月
21
日
の
３
回

目
交
渉
に
て
、
昨
夏
の
１
．

35
ヵ
月
よ
り
０
．
24
ヵ
月

分
上
積
み
と
な
る
１
．
59
ヵ

月
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
組
合

員
の
一
時
金
に
乗
じ
る
係

数
は
特
例
０
．
６
を
維
持

す
る
回
答
を
引
き
出
し
た
。

会
社
か
ら
は
、
２
０
２
２

年
度
決
算
に
お
い
て
営
業

収
益
が
事
業
計
画
を
上
回
っ

た
こ
と
や
感
染
急
拡
大
期

を
職
場
を
超
え
て
組
合
員

が
協
力
し
合
い
安
全
の
確

保
や
業
務
運
営
の
継
続
に

努
め
た
点
を
最
大
限
評
価

し
た
と
の
説
明
が
あ
り
、

こ
の
間
の
組
合
員
の
奮
闘

を
最
大
限
評
価
し
た
会
社

の
精
一
杯
の
回
答
と
判
断

し
妥
結
し
た
。
（
詳
し
く

は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
ニ
ュ
ー

ス
№
28
、
29
、
31
参
照
）

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス
】

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
と
の

夏
季
賞
与
に
係
る
団
体
交

渉
を
６
月
２
日
、
21
日
に

実
施
し
た
。

１
回
目
の
交
渉
に
お
い

て
組
合
は
「
２
０
２
２
年

度
決
算
は
大
幅
な
営
業
赤

字
と
な
っ
た
が
、
下
期
を

見
れ
ば
収
入
は
回
復
し
、

赤
字
幅
を
抑
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
組
合
員
の
奮

闘
あ
っ
て
こ
そ
の
結
果
で

あ
り
、
組
合
員
に
還
元
す

べ
き
」
と
強
く
要
請
。
こ

れ
に
対
し
会
社
は
「
組
合

員
の
こ
の
間
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
十
分
理
解
し

て
い
る
。
し
か
し
、
収
入

の
回
復
は
一
定
継
続
す
る

も
伸
び
を
欠
い
て
い
る
。

ダ
イ
ヤ
改
正
や
運
賃
改
定

の
効
果
を
最
大
限
発
揮
し

て
収
入
を
確
保
す
る
ほ
か
、

経
費
節
減
も
継
続
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

粘
り
強
く
交
渉
を
継
続

し
、
賞
与
に
対
す
る
組
合

員
の
期
待
感
の
高
さ
を
強

く
訴
え
続
け
、
迎
え
た
２

回
目
の
交
渉
で
は
、
会
社

よ
り
昨
夏
を
０
．
65
ヵ
月

分
上
回
る
１
．
45
ヵ
月
と

の
回
答
が
示
さ
れ
た
。
組

合
は
、
こ
の
間
の
組
合
員

の
奮
闘
が
評
価
さ
れ
た
結

果
と
判
断
し
妥
結
す
る
と

と
も
に
、
「
営
業
損
益
で

安
定
的
に
黒
字
計
上
を
可

能
と
す
る
経
営
体
質
」
の

構
築
に
向
け
て
労
使
と
も

に
取
り
組
む
こ
と
や
安
全
・

安
心
輸
送
の
取
り
組
み
を

引
き
続
き
継
続
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
（
詳
し
く

は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
自

動
車
支
部
ニ
ュ
ー
ス
№

17
、
18
を
参
照
）

退任した森安執行委員
ＪＲ四国ステーション
開発ユニオンが加盟！

◆
昨
夏
か
ら
大
幅
改
善

０
．
65
ヵ
月
分
増
！

１
．
45
ヵ
月
支
給
!!

夏
季
手
当
・
夏
季
賞
与

交
渉
妥
結

◆
過
去
最
大

０
．
24
ヵ
月
分
上
積
み
！

１
．
59
ヵ
月
を
勝
ち
取
る
!!

エ
キ
ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
一
時
金
に
乗
じ
る
係
数

特
例
０
．
６
を
維
持
!!

ＪＲ四国

ｼﾞｪｲｱｰﾙ
四国ﾊﾞｽ

【
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
】

安
全
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
高
知
で
開
催
！

連携して安全強化を推進

安
全
の
取
り
組
み
を

推
進
!!

【

Ｊ

Ｒ

四

国

労

組
】

安
全
推
進
委
員
会
開
催

系統を越えて熱く議論

大谷　 清
和田 庄平
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香
川
支
部
・
本
社
支
部
は
、

６
月
６
日
（
火
）
、
愛
媛
支

部
は
６
月
19
日
（
月
）
、
徳

島
支
部
は
７
月
３
日
（
月
）
、

高
知
支
部
は
７
月
４
日
（
火
）

に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
主
催
の
出

向
組
合
員
対
話
集
会
を
開
催

し
た
。
支
部
執
行
部
に
加
え
、

本
部
か
ら
も
担
当
役
員
が
出

席
し
た
各
集
会
で
は
、
直
近

の
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
取
り
組

み
と
し
て
夏
季
手
当
に
係
る

団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
に

つ
い
て
説
明
し
た
の
ち
、
意

見
交
換
を
実
施
。
出
向
組
合

員
か
ら
は
、
出
向
先
や
当
該

職
種
の
人
財
の
確
保
に
対
す

る
懸
念
や
要
員
不
足
に
よ
っ

て
一
人
あ
た
り
の
業
務
量
が

増
え
て
い
る
と
の
実
情
が
語

ら
れ
た
。

集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
や

問
題
点
に
関
す
る
意
見
は
集

約
・
精
査
し
、
よ
り
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
実
現

の
た
め
、
今
後
の
団
体
交
渉

や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て

反
映
さ
せ
て
い
く
。

６
月
30
日
（
金
）
16
時
よ

り
本
部
１
階
会
議
室
に
て
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
議
員
団
会
議

第
32
回
総
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
山
本
悟
史
団
長

（
香
川
県
議
会
）
よ
り
挨
拶

を
受
け
て
議
事
に
入
り
、
経

過
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
を
行
い
、
今
年
度

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
そ
の
後
、
４
月
に
行

わ
れ
た
統
一
地
方
選
を
振
り

返
り
、
選
挙
を
通
じ
て
政
治

へ
の
関
心
と
政
策
内
容
を
共

有
す
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と

へ
の
評
価
が
あ
る
一
方
で
、

今
後
い
か
に
し
て
継
続
的
な

取
り
組
み
と
し
て
い
く
か
に

つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
団
長
に

山
本
氏
を
、
幹
事
長
に
橋
本

敏
男
氏
（
高
知
県
議
会
）
を

再
任
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
今
後
も

議
員
団
会
議
と
の
連
携
を
密

に
し
、
様
々
な
政
策
課
題
の

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

【
役
員
体
制
】

団

長

山
本

悟
史

（
香
川
県
議
会
）

幹
事
長

橋
本

敏
男

（
高
知
県
議
会
）

６
月
21
日
（
木
）
、
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
議
員
団
会
議
の
山

本
悟
史
団
長
（
香
川
県
議
会
）

が
、
香
川
県
議
会
代
表
質
問

に
お
い
て
「
県
内
公
共
交
通

の
再
構
築
」
に
つ
い
て
質
疑

を
行
っ
た
。

山
本
団
長
は
４
月
に
改
正

さ
れ
た
地
域
公
共
交
通
活
性

化
再
生
法
（
地
活
化
法
）
の

主
旨
が
「
地
域
の
関
係
者
が

連
携
・
協
働
し
利
便
性
・
持

続
可
能
性
・
生
産
性
の
高
い

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
の
『
リ
・
デ
ザ
イ
ン
』

を
進
め
る
」
こ
と
で
あ
る
こ

と
に
触
れ
た
上
で
、
「
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
交
通

事
業
者
は
未
だ
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
い
て
い
る
」
と
指

摘
。
こ
の
間
赤
字
補
填
の
観

点
で
実
施
さ
れ
て
き
た
行
政

支
援
に
つ
い
て
、
「
地
域
公

共
交
通
の
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー

効
果
と
い
っ
た
視
点
を
取
り

入
れ
、
地
域
経
済
維
持
の
観

点
か
ら
も
公
共
交
通
の
リ
・

デ
ザ
イ
ン
に
県
が
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
く
べ
き
」
と
要

請
。
香
川
県
池
田
豊
人
知
事

よ
り
「
市
町
や
事
業
者
と
連

携
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
改
善
に
取
り
組
む
。

今
年
度
『
香
川
県
地
域
公
共

交
通
計
画
（
仮
称
）
』
の
策

定
を
予
定
し
て
お
り
、
県
内

公
共
交
通
の
再
構
築
も
そ
の

中
に
反
映
さ
せ
て
い
く
」
と

答
弁
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
は
、
引

き
続
き
議
員
団
会
議
と
連
携

し
、
政
策
課
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
特
設
コ
ー
ス
】

５
月
12
日
（
土
）
13
時
30

分
よ
り
、
香
川
県
立
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
ユ
ニ
オ

ン
ス
ク
ー
ル
「
特
設
コ
ー
ス

（
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー
）
」
を

開
催
し
た
。

本
ス
ク
ー
ル
は
、
現
場
長
・

助
役
、
非
現
業
部
門
の
主
席

ク
ラ
ス
、
管
理
者
資
格
保
有

者
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て

お
り
、

当
日
は
四
国
各
地

よ
り
18
名
が
参
加
。

大
谷
執
行
委
員
長
に
よ
る

特
別
講
義
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合

よ
り
相
良
組
織
局
長
を
講
師

に
招
き
「
Ｊ
Ｒ
労
使
を
取
り

巻
く
組
織
課
題
」
に
係
る
講

義
を
受
け
た
後
、
良
好
な
労

使
関
係
の
構
築
や
職
場
内
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
な
ど
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。
受
講
者
同
士
が

意
見
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
で

よ
り
理
解
が
深
ま
り
、
管
理

者
組
合
員
と
し
て
の
意
識
情

勢
や
取
り
組
み
を
促
す
機
会

と
な
っ
た
。

【
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
】

５
月
19
日
（
金
）
に
は
、

ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋

に
て
分
会
三
役
を
対
象
と
し

た
「
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」
を

開
催
し
、
四
国
各
地
の
分
会

よ
り
28
名
が
参
加
し
た
。

当
日
は
講
義
と
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

世
話
役
活
動
に
ど
う
取
り
組

む
か
知
見
を
深
め
た
ほ
か
、

今
般
取
り
ま
と
め
た
分
会
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
活
用
し
な

が
ら
、
分
会
三
役
と
し
て
、

分
会
活
動
の
活
性
化
に
取
り

組
む
意
欲
を
高
め
た
。

７
月
１
日
（
金
）
15
時
15

分
よ
り
本
部
１
階
会
議
室
に

て
、
乗
務
員
共
済
運
営
委
員

会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
武
智
乗
務
員
共
済

運
営
委
員
長
か
ら
「
乗
務
員

共
済
は
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
独

自
共
済
制
度
。
よ
り
良
い
仕

組
み
と
な
る
よ
う
議
論
を
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
、

議
事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
決
算
報
告
、

給
付
実
績
及
び
加
入
状
況
に

つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
の
財
政
や
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
後
、
承
認
さ
れ
た
。

【
乗
務
員
共
済
と
は
】

列
車
乗
務
員
、
動
力
車
乗

務
員
、
自
動
車
乗
務
員
及
び

業
務
用
自
動
車
運
転
者
と
し

て
従
事
す
る
組
合
員
・
準
組

合
員
が
加
入
で
き
る
共
済
で
、

掛
け
金
は
月
額
１
０
０
円
。

共
済
制
度
の
詳
細
や
加
入
に

つ
い
て
は
、
所
属
分
会
ま
た

は
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
本
部
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

快
晴
に
恵
ま
れ
た
５
月
16

日
（
火
）
、
レ
ク
ザ
ム
ボ
ー

ル
パ
ー
ク
丸
亀
に
て
第
13
回

支
部
対
抗
軟
式
野
球
大
会
を

開
催
し
た
。

青
女
組
合
員
を
中
心
に
四

国
４
県
か
ら
69
名
が
参
加
し
、

爽
や
か
な
陽
射
し
の
中
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
プ
レ
ー
し
た
。

試
合
は
ど
れ
も
白
熱
し
、
昨

年
優
勝
し
た
徳
島
支
部
が
香

川
支
部
の
猛
追
を
か
わ
し
２

連
覇
を
飾
っ
た
。

【
試
合
結
果
】

決
勝

徳
島

３
ー
２

香
川

３
位
決
定
戦

愛
媛

８
ー
３

高
知

本
部
は
６
月
24
日
（
土
）

13
時
30
分
よ
り
、
香
川
県
高

松
市
「
シ
ー
サ
イ
ド
ボ
ウ
ル

高
松
」
に
て
組
合
員
56
名
参

加
の
も
と
５
年
ぶ
り
と
な
る

「
第
17
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

を
開
催
。
参
加
者
は
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
ボ
ウ
リ

ン
グ
を
楽
し
み
つ
つ
、
時
に

は
真
剣
な
表
情
で
球
の
行
方

を
見
守
る
な
ど
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

団
体
の
部
で
は
、
徳
島
支

部
Ａ
チ
ー
ム
優
勝
し
。
個
人

の
部
で
は
宮
谷
雄
太
さ
ん

（
香
川
支
部
）
が
１
位
の
座

を
勝
ち
取
っ
た
。

大
会
終
了
後
に
は
「
と
ら

べ
る
亭
」
に
場
所
を
移
し
て

懇
親
会
を
開
催
し
、
笑
顔
の

絶
え
な
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。

◆
第
10
回

６
月
９
日
（
金
）
13
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
て
第
10
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
安
全
・
事
故
防
止

（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
団
交
）

・
賃
金
制
度
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
）

・
２
０
２
３
年
度
夏
季
手
当

・
賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
財
政
）

・
部
内
監
査
、
部
外
監
査

（
組
織
）

・
出
向
組
合
員
対
話
集
会

（
香
川
）

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

（
特
設
コ
ー
ス
、
リ
ー
ダ
ー

コ
ー
ス
）

（
部
会
）

・
工
務
部
会
三
役
分
科
長
会

議
（
青
女
）

・
第
13
回
支
部
対
抗
軟
式
野

球
大
会

・
第
27
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

（
共
闘
）

・
第
28
回
交
通
運
輸
政
策
研

究
集
会

・
第
３
回
地
方
代
表
者
会
議

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
グ
ル
ー
プ
労
組
安
全
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
連
合
「
出
前
対
話
活
動
」

・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
拡
大
幹
事
会

【
議
事
】

①
２
０
２
２
年
度
決
算
に
お

け
る
剰
余
金
の
処
理
に
つ

い
て

②
２
０
２
３
年
度
の
財
政
方

針
に
つ
い
て

③
第
42
回
定
期
大
会

④
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
後
の
経

営
協
議
会
の
付
議
に
つ
い

て
⑤
総
合
労
働
協
約
改
訂
に
関

す
る
要
求
項
目
の
集
約
に

つ
い
て

⑥
総
合
労
働
協
約
改
訂
に
関

す
る
要
求
項
目
の
集
約
に

つ
い
て

⑦
共
済
移
転
の
進
捗
等
並
び

に
総
合
共
済
及
び
こ
く
み

ん
共
済
に
関
す
る
事
務
手

続
き
等
に
つ
い
て

⑧
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

◆
第
11
回

７
月
10
日
（
月
）
８
時
30

分
よ
り
、
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン

ト
高
松
に
て
第
11
回
本
部
執

行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
】

（
経
協
）

・
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
後
（
Ｊ

Ｒ
四
国
）

（
団
交
）

・
２
０
２
２
年
度
夏
季
手
当
・

夏
季
賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
業
務
）

・
安
全
推
進
委
員
会

（
組
織
）

・
東
京
地
区
集
会
、
大
阪
地

区
集
会

・
出
向
組
合
員
対
話
集
会

（
愛
媛
、
徳
島
、
高
知
）

・
退
職
者
連
絡
会
幹
事
会

（
青
女
）

・
鉄
道
版
交
通
安
全
教
室

（
部
会
）

・
営
業
部
会
拡
大
常
任
委
員

会
・
運
転
部
会
拡
大
常
任
委
員

会
（
レ
ク
）

・
第
17
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
政
治
）

・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
32
回
議

員
団
会
議
総
会

（
事
業
）

・
乗
務
員
共
済
運
営
委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
第
33
回
定
期
大
会

・
自
動
車
連
絡
会
幹
事
会

【
議
事
】

①
南
国
市
議
会
議
員
選
挙
に

お
け
る
推
薦
候
補
者
の
承

認
に
つ
い
て

②
２
０
２
３
年
度
夏
季
手
当
・

夏
季
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

本
部
執
行
委
員
会

出
向
組
合
員
対
話
集
会

挨拶する山本悟史団長(中央)

出向者と情報を共有

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

議
員
団
会
議
総
会
開
催

四
国
地
方
交
通
運
輸
産
業

労
働
組
合
協
議
会
（
四
国
交

運
労
協
）
は
、
７
月
３
日

（
月
）
10
時
30
分
か
ら
鉄
軌

道
部
会
が
、
同
日
15
時
30
分

か
ら
バ
ス
部
会
が
、
そ
れ
ぞ

れ
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
合
同
庁

舎
に
て
四
国
運
輸
局
へ
の
要

請
行
動
を
行
っ
た
。

鉄
軌
道
部
会
で
は
、
固
定

費
負
担
が
大
き
い
と
い
っ
た

鉄
軌
道
事
業
者
が
抱
え
る
構

造
的
な
課
題
の
解
決
に
向
け

た
支
援
や
四
国
新
幹
線
の
整

備
を
要
請
。
バ
ス
部
会
で
は
、

改
善
基
準
告
示
に
お
け
る
休

憩
等
の
定
義
の
確
立
や
過
労

運
転
防
止
の
た
め
に
必
要
な

是
正
の
実
施
な
ど
を
求
め
た
。

そ
の
後
要
請
に
対
す
る
四

国
運
輸
局
の
回
答
を
受
け
、

質
疑
を
経
て
、
支
援
の
拡
充

が
必
要
な
現
状
へ
の
理
解
を

強
く
訴
え
た
。

要
請
書
を
手
交
す
る

石
川
鉄
軌
道
部
会
長(

右)

真
剣
な
表
情
で
回
答
を
確
認
す
る

バ
ス
部
会
の
出
席
者
た
ち

山本 悟史団長
（香川県議会）

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

◆
特
設
コ
ー
ス

（
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー
）

◆
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス

管理者組合員の立場から実践す
べき事柄について理解を深めた

四国各地より28名が参加

第
13
回
支
部
対
抗

軟
式
野
球
大
会

組
織
内
議
員
が

県
議
会
に
て

公
共
交
通
機
関
へ
の

支
援
を
訴
え
る
！

青女組合員が躍動！

第
17
回

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

＆
懇
親
会
開
催
！明るく楽しくレクを満喫

乗
務
員
共
済
運
営
委
員
会

健全な運営を確認


